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業す る 場合に 作業量が 低下す る 現象 (Latané, 


























































いる(北山, 1998; Nisbett, 2003)。これにより、相互独立
的自己観を持つ個人と、相互協調的自己観を持つ個人
では、社会的手抜きの主要な原因である、識別・評価可
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能性そのものの価値が異なる可能性が示唆される。 









































































実験参加者は、学部生 54 名(男性 40 名、女性 14 名)
であった。平均年齢は、男性18.65 歳( SD = .77)、女性
















答は 7 件法でおこなった。 
対人魅力尺度 対人魅力尺度(林, 1978)は、他者のパ
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答は 7 件法でおこなった。 
実験課題 





























































件( M = 2.61)よりも個人条件( M = 4.85)の方が、自分の
作業量が他者に知られると認識していた( t (52) = 4.03, 
p < .01)。また課題の面白さ(7 件法)については、平均
4.72( SD = 1.60)であり、比較的面白い課題であると認
識されていた。 
実験協力者の影響 
 対人魅力尺度について Cronbach の α 係数を算出し
たところ α = .78 であった。 実験協力者間で対人魅力
に差があるかどうかを確認するため、各項目得点につい
て 1 要因分散分析おこなった。その結果、好意度( F (2, 
51) = 2.40, ns )、信頼度( F (2, 51) = 1.13, ns )、明るさ





( SD = 3.59)であった。 
相互独立・相互協調的自己観尺度の合計変数を作成
するため、尺度の項目得点から Cronbach の α 係数を
算出した。その結果、 α = .82 と、高い α 係数であった
ため、全尺度項目の合計得点を指標とした。全体の平均
値は 37.11( SD = 7.00)であった。 
 相互独立・協調的自己観の合計得点が平均値( M = 
37.11)以上の実験参加者を高群( M = 42.25, SD = 
4.73)、平均値以下の実験参加者を低群( M = 31.58, SD 
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果、集合条件の主効果( F (1, 53) = 4.86, p < .05)と、交
互作用( F (1, 53) = 4.10, p < .05)が有意であった。そこ
で、相互協調的自己観高低の単純主効果を検討したとこ
ろ、個人条件( F (1, 53) = 1.71, ns )、集合条件( F (1, 
53) = 2.44, ns )ともに非有意であった。集合要因の単純
主効果は、相互協調的自己観低群において有意であり
( F (1, 53) = 9.46, p < .01)、個人条件( M = 15.31)よりも
集合条件( M = 11.50)の作業量が少なかった。相互協調
的自己観高群では、有意な差は見出されなかった( F (1, 
53) = .02, ns )。 
 







よる 2 要因の分散分析をおこなった。 
その結果、相互協調的自己観の主効果のみ有意傾向
がみられ( F (1, 53) = 2.94, p < .10)、高群( M = 5.79)よ






互協調的自己観の主効果が有意であり( F (1, 53) = 5.51, 






のみ有意であり( F (1, 53) = 7.60, p < .01)、高群( M = 















































































ある大学生( M = 36.02)と同程度の値であり、当時の一
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1) 本論文は、第一著者の卒業論文(平成 18 年度大阪大学
人間科学部)の一部に加筆・修正をおこなったものである。
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The effects of independent and interdependent construal of self 
on social loafing 
 
Ako AGATA (Graduate School of Human Sciences, Osaka University) 
Naoki KUGIHARA (Graduate School of Human Sciences, Osaka University) 
 
The purpose of this study was to investigate the effects of independent construal of self and interdependent 
construal of self (Markus & Kitayama, 1991) on social loafing. People who have independent construal of self that was 
common feature in the westerner tend to enhance personal attribute. Therefore, they are especially motivated to 
evaluate or confirm their ability in achievement situations. On the other hand, people who have interdependent 
construal of self that was prominent in the East Asia have a propensity to concern their social rule or values, so they 
do not try to enhance their performance in the achievement situation. The results showed that social loafing occurred 
in the groups of participants who have the independent construal of self but not occurred in the groups of participants 
who have the interdependent construal of self. The perspective of social loafing study and the applicability to the real 
world were discussed.  
 
Keywords: social loafing, independent-interdependent construal of self, group performance, Japanese culture. 
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